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近江八幡市の概要

◆市 域 東西１７．０㎞、南北２０．８㎞

面積１７７．３９㎢（琵琶湖水面を含む）

◆人 口 ８２，００５人（令和４年９月３０日 現在）

◆土 地 利 用 市域の５０％近くを農地が占める

◆産 業 第１次産業（農業（畜産含む）及び漁業）

が主要産業

◆観 光 年間約５６６万人（令和元年度）

◆歴史文化資産 雪野山古墳、観音寺城跡、安土城跡、

八幡山城・城下町、八幡商人、中山道、

朝鮮人街道、 Ｗ．Ｍ.ヴォーリズ、水郷



地域計画作成の背景

➢少子高齢化等の社会状況の変化により、文化財を少人数で

管理される無住の寺院が増加

⇒後世に文化財を伝えることが困難

➢保存で手一杯で活用が十分に行えていない

⇒保存と活用の効率化（役割分担等）が必要

➢八幡地域と安土地域の観光客数に差がある

⇒八幡地域から安土地域への誘客方法の構築

➢八幡伝統的建造物群保存地区及び周辺の整備

（無電柱化、八幡堀の浚渫、看板の統一、道路舗装 等）

⇒歴史的風致維持向上計画策定の検討



近江八幡市の歴史文化の特徴

近江八幡の水郷
文化的景観

琵琶湖・沖島

安土城跡

常楽寺湊

八幡山城跡

八幡堀

老蘇森・石寺

長命寺

東山道・中山道

朝鮮人街道

摠見寺

八風街道等

湖上交通

琵琶湖・内湖の自然が
育んだ歴史文化

湖東に華開く多様な
仏教世界の歴史文化

近世都市の先がけ
～六角･信長･秀次の
城と城下の歴史文化

八幡伝統的
建造物群保存地区

自治の伝統と
まちづくりの歴史文化

祭り･行事

むらの成り立ち

地域に受け継がれる
むらづくりの歴史文化

ヴォーリズ建築

八幡商人

内湖

武佐
宿

伊崎寺

など

観音寺城跡

桑實寺

陸の道・湖の道が
つなぐ歴史文化

など

など

浄厳院

観音正寺

願成就寺

など

本願寺八幡別院

産業･生業教育文化

琵琶湖最大の島である沖島やヨシ原が広がる風景は、
琵琶湖の原風景ともいうべきものであり、琵琶湖畔や西の
湖一帯の文化的景観として、その景観が保全されています。

琵琶湖・内湖の自然が育んだ歴史文化

琵琶湖に面した地理的環境は、東山道（中山道）や朝鮮
人街道などの街道や湊・浦など陸上・湖上交通の発達を
促し、武佐宿をはじめ交通の要衝を形成しました。

陸の道・湖の道がつなぐ歴史文化

中世観音信仰の一大拠点であった長命寺、山岳修験の
舞台となった伊崎寺、浄土真宗の寺院など、今に至る多様な
仏教世界が展開され、この地の信仰を特徴づけています。

湖東に華開く多様な仏教世界の歴史文化

佐々木六角氏の観音寺城、織田信長の安土城、豊臣秀次
の八幡山城と、近世都市の形成過程を示す為政者の城づく
り・都市づくりの遺産が集積する、全国的に貴重な地域です。

近世都市の先がけ～六角･信長･秀次の城と城下の歴史文化

近世の八幡商人や、近代のW・M・ヴォ－リズの活動の
根底にある自治と社会貢献の精神は、本市の教育文化を
育み、市民主体のまちづくりに脈々と受け継がれています。

自治の伝統とまちづくりの歴史文化

地域の暮らしと発展を支えた村々は、ほぼそのまま現在
の町に継承されており、祭りや行事、伝統産業など独自の
歴史文化が、現在の地域づくり活動に活かされています。

地域に受け継がれるむらづくりの歴史文化



関連文化財群（ストーリー）

関連文化財群
（ストーリー）

歴史文化資産

地理的･時代的な共通項、
人･モノ･情報等によるつながり など

関連文化財群Ａ

関連文化財群Ｂ

関連文化財群Ｃ

歴史文化の特徴 関連文化財群

琵琶湖・内湖の自然が
育んだ歴史文化１ (1)琵琶湖・内湖とともに生きる

文化と景観

陸の道・湖の道が
つなぐ歴史文化２ (2)街道と宿場町、湖上交通の

広がりと交わり

湖東に華開く多様な
仏教世界の歴史文化３ (3)信仰と巡礼が織りなす

仏教文化と美術

(7)八幡商人のふるさと

(8)ヴォーリズと近代化の足音

(9)八幡発展の礎を築いた教育文化

自治の伝統とまちづくり
の歴史文化５

(10)多様なむらの成り立ちと暮らし

(11)祭りと暮らしの中の祈り

(12)暮らしを支えた匠と技

地域に受け継がれる
むらづくりの歴史文化６

近世都市の先がけ
～六角･信長･秀次の城と
城下の歴史文化

４

(4)佐々木六角氏と観音寺城

(5)織田信長と安土城

(6)豊臣秀次と八幡山城

近
江
八
幡
市

歴史文化の特徴を体現する多様な歴史文化資

産を、共通の背景や文脈を持つストーリーでま

とめ、相互の関係性を踏まえた一体的・総合的

な保存・活用に取り組むことにより、俯瞰的な

視点から歴史文化の価値等に対する市民及び来

訪者等の理解を促進し、それらを構成する個々

の資産の存在意義を高めるために設定



文化財保存活用区域

関
連
文
化
財
群

文化財保存活用区域

まちづくりとの連動
相乗効果による地域活性化

多様な担い手による
保存・活用の推進

歴史文化資産が集中

1. 近江八幡の水郷・西の湖周辺保存活用区域
2. 中山道・武佐宿沿道周辺保存活用区域
3. 観音寺城周辺保存活用区域
4. 安土城周辺保存活用区域
5. 八幡山城周辺保存活用区域



重点的に取組む措置

計画期間内に

重点的に取り組む措置

（重点措置）

調
査
研
究
、

発
信

１－Ａ歴史文化の
価値・魅力を【知る】

１－Ｂ歴史文化の
価値・魅力を【伝える】

保
存
管
理

２－Ａ歴史文化を
確実に【守る】

２－C歴史文化資産の
【防災・防犯対策】

２－Ｂ歴史文化を
後世に【記録する】

活
用

３－Ａ歴史文化を
まちづくりに【活かす】

３－C歴史文化の
活用の場を【広げる】

３－Ｂ歴史文化の
価値・魅力を【みがく】

人
材

４－Ａ歴史文化の
担い手を【つなぐ】

４－Ｂ歴史文化の
担い手を【育てる】

体
制

５－Ａ保存・活用の
体制を【整える】

５－Ｂ保存・活用の
活動を【支える】

関
連
文
化
財
群
に
関
す
る
措
置

文
化
財
保
存
活
用
区
域
に
関
す
る
措
置

歴
史
文
化
資
産
全
体
に
関
す
る
措
置

保存と活用の
基本方針及び目標

関連文化財群及び文化財保存活用区域
個別の課題及び方針

地域で取り組む
歴史文化資産の
保存・活用の
仕組みづくり

人材 体制

１

散逸の危険性の
ある資料の調査
研究及び保存

調査研究､発信
保存管理

２

歴史文化資産の
魅力向上と
観光への活用

活用

３

各種

団体等

地域住民

等 地域の担い手の
確保・育成

ネットワークづくり

つなぐ

活かす

みがく

広げる

育てる

小中学校等の歴史
学習の機会の拡充

伝える

各
種
情
報
発
信
・

講
座
等
の
実
施

知る

歴史文化資産の計画
的調査、掘り起こし

記録する

歴史文化資産の
データベース化

守る

防災・防犯対策

整える 支える 庁内、外体制の強化、充実
人材のすそ野の拡大

財源確保のための仕組みづくり
支援体制の強化

防犯・防災意識の向上
守るべき文化財を知る
（データベースの活用）

各種活用事業実施
ボランティアガイド養成

地域の価値や魅力の再発見

市
域
及
び
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り

歴史文化

資産所有者

等

学区

まちづくり

協議会等

【重点措置①】地域で取り組む
歴史文化資産の保存・活用の仕組みづくり

【重点措置②】散逸の危険性のある資料の
調査研究及び保存

◆ 市史編纂で収集した資料の調査研究及び保存
◆ 西の湖の生業に関する資料の調査研究及び保存



【重点措置③】 歴史文化資産の魅力向上と観光への活用
【重点措置③－1】八幡山城周辺保存活用区域の整備・保存と活用

文化財保存活用区域「八幡山城周辺保存活用区域」は、本市でも有数の歴史文化資産が高密度かつ多様に集積す
る区域として、関連する各主体とともに一体的、総合的な保存・活用に取り組むことで、資産及び地域の魅力向上
を図り、区域の観光及び地域振興を推進します。

【課題】
・伝統的建造物群保存地区の保存を図りつつ居住環境の確保が求められる

・八幡山城跡の価値等が明らかでなく、その魅力を伝えきれていない など

【方針】
○伝統的建造物群保存地区の暮らしと魅力の両立を図る保存・活用の推進

○八幡山跡及び城下町の価値や魅力を活かす基盤整備等の推進

（八幡山城跡）

・八幡山城調査事業

・八幡山竹林整備事業

・八幡山城周辺保存活
用区域環境整備事業

など

（八幡商人）

・八幡商人関係資料の公開

・八幡商人道の研究・発信

・八幡商人の理念継承事業

など

（八幡伝統的建造物群保存地区）

・伝統的建造物群保存事業

・空家等対策事業（空き町家等）

・重要文化財旧西川家住宅
保存修理事業

・八幡堀ライティング
プロジェクト

・伝統的建造物群保存地区
緩和条例の制定

など

（ヴォーリズ建築）

・ヴォーリズ建築
修理活用事業

・ヴォーリズ建築の
公開・活用の情報
発信 など

八幡山城跡 新町通りの町並み 旧ヴォーリズ住宅八幡堀

（八幡山城跡）

・八幡山城調査事業

・八幡山竹林整備事業

・八幡山城周辺保存活
用区域環境整備事業

など

【措置】

（八幡伝統的建造物群保存地区）

・伝統的建造物群保存事業

・空家等対策事業（空き町家等）

・重要文化財旧西川家住宅
保存修理事業

・八幡堀ライティング
プロジェクト

・伝統的建造物群保存地区
緩和条例の制定

など

（ヴォーリズ建築）

・ヴォーリズ建築
修理活用事業

・ヴォーリズ建築の
公開・活用の情報
発信 など



「八幡地域と安土地域をつなぐ西の湖周遊ルートの検討」関連措置一覧 

基本方針 目標 No※1 
既存／ 
新規 

事業名 

方針１ 
調査研究・発信 

1-A 歴史文化の価
値・魅力を【知る】 

Z101 新規 旧ヨシ博物館資料調査※2 

1-B 歴史文化の価
値・魅力を【伝える】 

S113 新規 西の湖生業関連歴史文化資産の活用※2 

方針２ 
保存管理 

2-A 歴史文化を確実
に【守る】 

A209 既存継続 風景づくり推進事業 

S209 既存継続 
西の湖全域を対象とした一体的な保
全・活用の推進 

S210 既存継続 重文景観保存活用事業 

S211 既存継続 ヨシ群落の保全 

S215 既存継続 河川管理事業 

方針３ 
活用 

3-A 歴史文化をまち
づくりに【活かす】 

Z301 既存継続 日本遺産普及啓発事業 

Z302 既存継続 ブルーツーリズム資源活用推進プログラム 

Z303 新規 西の湖廻遊路整備 

3-B 歴史文化の価
値・魅力を【みがく】 

Z312 新規 ヨシ博物館の再興と利活用の検討※2 

 

（安土地域に係る施策） 

基本方針 目標 No※1 
既存／ 
新規 

事業名 

方針１ 
調査研究・発信 

1-A 歴史文化の価
値・魅力を【知る】 

S101 新規 史跡観音寺城跡総合調査事業 

1-B 歴史文化の価
値・魅力を【伝える】 

S107 既存継続 安土文芸の郷公園運営事業 

方針２ 
保存管理 

2-A 歴史文化を確実
に【守る】 

S204 新規 観音正寺伽藍整備事業 

S205 既存継続 
史跡観音寺城跡の里山と石垣の維持管
理事業 

方針３ 
活用 

3-A 歴史文化をまち
づくりに【活かす】 

S302 既存継続 沙沙貴杜遊（ささきもりあそび）の開催 

S303 新規 六角氏関連城郭を活かしたイベントの開催 

S304 既存継続 特別史跡安土城跡ガイダンス施設自主事業 

S305 既存継続 安土城天主信長の館自主文化事業 

S306 既存継続 安土文芸の郷指定管理事業 

S307 既存継続 旧伊庭家住宅施設維持管理事業 

S308 既存拡充 
市内ヴォーリズ建築の連携による公
開・活用 

S314 既存継続 安土城郭資料館自主事業 

Z304 新規 観音寺城と石寺城下町の魅力発信事業 

Z305 既存継続 安土城及び城下町周遊ルートの構築の検討 

Z306 既存継続 安土未来づくり事業 

3-B 歴史文化の価
値・魅力を【みがく】 

S317 既存継続 ＶＲ安土城事業 

※1 A：歴史文化資産全体、S：関連文化財群、Z：文化財保存活用区域 

※2 重点措置②「西の湖の生業に関する資料の調査研究及び保存」事業に掲載する措置 

【重点措置③－2】八幡地域と安土地域をつなぐ西の湖周遊ルートの検討
八幡地域（旧近江八幡市域）及び安土地域（旧安土町域）にまたがる西の湖周辺等の歴史文化資産の魅力向上

及び回遊性を高める周遊ルートを開発、整備していくことで、町地域に分散している複数の観光地を結び、観光
及び地域振興を推進します。



【事例】安土未来づくり事業（安土未来づくり課）



【事例】安土未来づくり事業（安土未来づくり課）

いくつかの体験プログラムについて、１０月下旬から１１月上旬にかけて社会実験を実施予定。



期待する効果

➢歴史文化資産の保存及び活用の計画的・効果的な推進
• 文化財担当部局としてしなければならないことはなにか、何を優先的に

行うか整理ができた。

➢歴史文化資産を活かした観光及び地域振興の推進
• 地域の人達が自分達の歴史文化資産を「知り」、「活かし」また「守る」こ

とで、地域への誇りと愛着が深まる。

• 観光担当との連携による、保存と活用の好循環。

⇒歴史文化資産の文化財的価値の一層の向上

➢歴史的風致維持向上計画策定に向けた歴史文化資産の

把握（文化財保存活用区域の設定）



目指す将来像



目指す将来像

行政・所有者・地域の人々で
地域の文化財(歴史文化資産)を

「活かし」、「守り」、
そして「楽しめる」

まちづくり


